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　昨年は、コロナウィルス感染症のため直前で文
化祭が中止になりましたが、今年は開催すること
ができました。
　文化祭は、１部オープニング、２部「今だから
話せる第６弾」でした。
　２部の「今だから話せる第６弾」では、卒業生
１名、保護者２名の体験発表がありました。この
発表はもう６年間も続いています。
　不登校になって、本当にいろいろなことがあり

ました。不安・悲しみ・怒り・苦しさ・・・いろいろな感情が渦巻いていました。しかし、人生は何度だってやり直
しができる、今は元気に堂々と生きている。つらい立場に寄り添い、励ましてくれる誰かが隣にいてくれたからこそ
救われたそうです。そんなメッセージが伝わる卒業生の体験発表でした。私も発表を聞きながら、決して一人で悩ま
ず周りの人たちの助けを借りながら、共に歩んでいくことが大切なのだなあと思いました。
　また保護者の発表では、子供に小言を言うのをやめ、家の手伝いをしてもらって「ありがとう。」と言えるように心
がけたということでした。さらに他の保護者の方は、親子関係を見直すきっかけになったし、今は子どもとなんでも
話せるいい関係ができたと発表されていました。
　最後に「子どもたちは自分の力で新しい道を歩いて行くようになる。子どもたちの生きる力を信じて！絶対、大丈
夫だから。」と暖かいメッセ―ジを頂くことができました。　　　　　　　　　　　　　　　　スタッフ　村瀬明子

ガンビーさんとのばす会

の窓
のばす会が始まって、しばらくして絵本「ガンビーさんのふなあそび」
の作者ジョン・バーニンガムの講演を聞く機会がありました。優しさ
があふれる人柄は絵本のガンビーさんとそっくりです。約束を守るな

ら誰でも舟にのせてもらえます。しかし、仲間同士の争いで、とうとう舟をひっくり返えしてしまいます。
動物たちが岸に泳ぎ着いたあと、ガンビーさんは「帰りは野原を横切って歩いて行こう。そろそろおやつの
時間だから。」と言います。ガンビーさんの家へ戻るとテーブルの上には、おいしいおやつがたくさんあっ
て楽しそうです。「又おいでよ。」と声をかけるガンビーさんの姿にのばす会が重なってきます。いろいろな
動物たちを乗せる舟はのばす会そのもの。ガンビーさんは私たちの心の中にいつもいて優しく語りかけてく
れるものと信じています。



　

フリースクールは今

　「こだわり」―皆さんはどのようなイメージを持ちますか？「こだわりのラーメン」と言われれば「おいしそう」と思うか
もしれませんし、「些細なことにこだわってばかりで、全然前に進まない」と言われれば「やりたくない言い訳やなまけ」と
否定的な思いが湧くかもしれません。今は、どちらかというと後者のイメージで使われることが多いのではないでしょうか。
今回は発達障害の体験世界から「こだわり」について考えてみたいと思います。こうした子どもたちは、物事を認識する力は持っ
ているものの、人との関係を通して得られる認識が十分にできないことがあります。つまり、私たちが「当たり前」と思って
いることでも、「わからない」世界と体験されている可能性があるということですね。また私たちが、大勢の人がガヤガヤし
ている中で目の前の人と会話が出来るのは、多くの情報に対して優先順位をつけ、捉え分けているからです（「カクテルパー
ティー効果」と言います）。つまり、発達障害の傾向があることで、多くの情報が一度に迫ってくるような体験をしてしまう
ことがあります。だから、パニックになりやすいわけですね。私たちも、見知らない所にポンと置かれて（例：全く知らない
所へ人事異動になったり）、やり方もわからないのにいきなり色々なことがお願いされたら不安になるのと似ているかもしれ
ません。このような時、これまでうまくいった正解を重視して様々な対処行動をすることが「こだわり」と呼ばれる言動です。
だから、こだわりを無理やりなくすのは逆効果です。しかし、上記の人事異動の例のように、知っている人が優しくその職場
のことを教えてくれたらどうでしょう？それは多くの保護者が猫を見て、「ニャーニャーだね」と子どもに教えてあげるのと
似ています。私たち大人は、「わからない」体験世界を生きている子どもたちにとっては、この世界との間にたっている存在
なのかもしれません。

なんでそんなことに「こだわる」の？ 臨床心理士　米村　高穂

　例年なら 2学期も半ばになるとのばす会も受験モードにな

るところ、今年は 3年生も早々と進路を決めのんびりしてい

ました。1月中旬になって突然 2名の受験希望者が現れ、短

期集中で一気に学力をつけ、あっという間に合格しました。

　その後はまた平常に戻り少ないながら子どもたちは通って

きてくれます。お昼を食べたらかえる子 、ゲームには参加し

たくない子、午後になってからゆっくり登場する子とさまざ

まで、大富豪をやるのも午前の部、午後の部と二回あって、

子供の入れ替えはあってもスタッフはどちらにも参加して楽

しんでいます。子どもたち同志の交流が少ないのは残念ですが、それものばす会らしいと言えます

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタッフ　巽　幸代

第 3回親の会座談会　 親の会　澤田　治美

　2023 年に入り 1 月 22 日（日）13：30～アイプラザにて、親の会を兼ね

て米村先生を囲んで座談会が行われました。13 名の出席があり、新規の方

も参加してくださいました。いつものようにみなさんの近況報告がありまし

たが、なかでもかけがえのない命について考えさせられる話と、小さなお子

さんへの対応をどうしたらよいかとの話題が中心になっていました。不登校

や不安を抱えた子供を持つと何かあったらと不安になることがあります。子

どもながらにも命の重さを理解してくれることを願うばかりです。また、最近小学生の不登校など、生きづらさを

抱えるお子さんの低年齢化が進んでおり、戸惑う親御さんが増えてきていますが、親の会では解決策というよりは、

話を聞いてもらうことで少しでも気持ちが軽くなってくれればいいなと思っています。

　座談会の中で米村先生から本の紹介がありました。児童精神科医の佐々木正美さんの「子どもの心の育て方」（河

出書房新社）という本です。興味のある方は読んでみてください。



卒業生　間瀬ななみ

卒業・修了おめでとう！ 代表理事　伊藤　　敦

※ 以下は、本年大学を卒業する、本団体の一卒業生が残

した、お別れの言葉です。※

―――「自分にとってフリースクールを選択し、

       中学校に通わなかった判断は、正しかった。」―――

　卒業生、修了生のみなさん、そしてご家族の方々、心か

らお祝い申し上げます。上に掲げた卒業生の一言。この卒

業生の意志の強さは一人将来への不安と闘い、その孤独に

耐えたことを思うだけでも容易に理解できるものです。こ

うした子どもたちの生き方に僕は敬意を表したい。また、

新しく進級した人は、この卒業生の言葉を胸に自らの卒業を目指してほしいと思います。あなた方の将来が、ど

うか輝き続け、そして、自立した社会人となられますように・・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご卒業おめでとうございます。

３月２５日（土）卒業・修了を祝う会より

高校を卒業するにあたって
　私は小学校から中学校までずっと不登校でした。高校は専修学校に入学しましたが、毎日通えたのは 4月の 1か月間

だけで、ゴールデンウイーク明けにまた、不登校になりました。学校に行けない日々が続き、私は周りに迷惑をかけて

いる罪悪感とみんなと同じことができない劣等感を感じ、自分の存在意義さえ見失いそうになりました。しかし、そん

な中でものばす会を始め私のことを受け入れて支えてくれた人たちのおかげで自暴自棄になっていた状態から徐々に前

を向くことが出来ました。それからは同じ学校の通信制課程に転校して4年間通ったのちに今春卒業しました。この先、

社会に出てからも辛いことが沢山あると思いますが、この経験を生かして感謝を忘れずに一歩ずつ歩んでいきます。

冬休み寺子屋の様子 スタッフ　伊藤里香

　冬休みの 3 日間、寺子屋を実施しました。のばす会の寺子屋をい

つも楽しみに参加してくれる子や、今回初めて参加したフリースクー

ルの子を含め、小中高生 17 名が参加しました。はじめて会う子も一

緒に室内や外でも遊んで、活動を共有できて良かったです。3 日間の

活動内容をご紹介します。

　26 日 : ゲームを考案している方からゲームを紹介してもらい、子

ども達が体験しました。なかなかゴールにたどり着けない双六や、反

対にすぐゴールできるルールの双六、対戦型のカードゲームは、はじ

めて寺子屋に参加した子もチーム戦で遊びました。カードゲームは、

その後の寺子屋の自由活動でも遊んでいて、とても楽しんでいました。

　27日 : プラ板で、好きなキャラクターやデザインを描いて、キーホルダー、飾りを作りました。みんな集中して

絵を描き、できあがりをワクワクしながら待ち、完成した作品を嬉しそうに持ち帰りました。

　28日 : お楽しみ会として、軽運動室で卓球やゲームをして遊び、最後はビンゴゲームをしました。駄菓子や企業

様から寄付で頂いた文具など、早くビンゴできた子から順番に選んでいる様子は、小学低学年から高校生までの子

ども達が、純粋に楽しむ姿そのものでした。



ご協力ありがとうございました。皆様の志が子どもたちの未来へとつながります。
＜寄付者の皆さま＞　令和４年 12月～ ( 掲載可の方々です )　順不同　敬称略　
榊原紀美子、市田多美恵、杉田千恵子、二川義峰、入山芳樹、九澤郁子、村上眞喜子、石黒雄大、渡辺和夫
前田秀宝、福地春生、福地昌子、加藤正三郎、伊藤恵造、稲垣豊、石川まさ恵、黒木伊津子、竹内二三、小野暁
黒瀬育子、大野義雄、城山竜輝、百崎弘子、山内睦代、新原裕貴、新村由美子、足立香織、内田榮一、由里宗之
山崎文宏
＜多額寄付の皆様＞　笹井孝介、林羊歯代
＜ろうきん寄付システムの皆様＞令和５年３月末まで　＊毎月のご寄付ありがとうございます。
＜団体寄付の皆様＞労福協知多支部（東海労働金庫）文具セット 31個
＜物品の寄付＞食べ物は昼食を持ってこない子どもたちにとって大変役に立っています。
＊カップ麺 3箱、うまい棒 1箱、文具、お菓子、お土産など多くの方からのご寄付ありがとうございました。
＊はがき、切手や図書券のご寄付がありました。はがきについて枚数の多い方のみ掲載させて頂きます。
　　渡辺陸（504枚）、伊藤里香（105 枚）、榊原友恵（83枚）、市野文代（図書券）
＜こどもサポート証券ネットによる支援物資＞
　KOYO証券株式会社（お米5kg、レトルト食品14個）、岩井コスモ証券株式会社（お米5kg2袋、レトルト食品25個）

年会費・寄付金の振込先　□年会費2,000円　□寄付金1口1,000円から
①知多信用金庫　美原支店　口座番号　普通　2102161
　名義：特定非営利活動法人　子どもたちの生きる力をのばすネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　伊藤　敦
②東海労働金庫　半田支店　口座番号　普通　4500549
　名義：特定非営利活動法人　子どもたちの生きる力をのばすネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　伊藤　敦
③ゆうちょ銀行　振替口座　口座番号 00810-9-154412
　加入名：特定非営利活動法人　子どもたちの生きる力

スタッフ募集！

　　連絡先　（赤松）
　　080-1622-5717

今後の予定と活動

　一緒に学習したり、遊
んだりして、寄り添って
くれる人　週に1回でも
かまいません。詳しくは
下記までご連絡ください。

春休み寺子屋　　 　　3月 27日（月）～ 29日（水）13時～ 16時　
のばす会の始業　　　 4 月   7 日（金）
総会　　　　　　　 　5月 13日（土）
のばす会 1学期終業　 7 月 20日（木）

書き損じはがきと未使用の切手の回収事業

皆さんの寄付でのばす会は成り立っています。ご支援ください。

　書き損じはがきと未使用の切手を回収して、在籍した人たちや相談に来られた方たちへの講座等の案内やニュースレター等の
通信費に充てています。これまでにご協力いただいた皆様ありがとうございました。これからもご協力よろしくお願いいたします。

　のばす会の総会を 5月 13 日（土）13 時からアイプラザ半田第 1会議室で行います。会員の皆様には後日ご案内を郵送させ
ていただきます。ご参加できない場合は委任状をご提出ください。総会での事業報告や活動計算書などの決議内容は 6月に日本
財団の CANPANのホームページに掲載予定ですので、ご覧ください。

伊藤労務社会保険相談事務所様より漫画本 259 冊寄付！！

総会のご案内

　1 月伊藤労務社会保険相談事務所伊藤寛様より漫画本 3 万円分、259 冊をい
ただきました。鬼滅の刃 23 巻、黒子のバスケ 30 巻、NARUTO73 巻、３月の
ライオン 16 巻、ハイキュー 31 巻などです。子どもたちやスタッフは早速自分
が読みたい本を手に取り、楽しみに読んでいました。子どもたちがいらなくなっ
た本や漫画が多かったのですが、今回比較的新しい本があったので、読むのが
楽しみです。ありがとうございました。
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